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三浦　芳一 議員
平 成 17 年 か ら 連 続 ５ 期

20 年間にわたり市政に貢献。
その間、２度の議長や総務常
任委員長、議会運営委員長な
どを歴任。

伊東　秀浩 議員
平 成 13 年 か ら 連 続 ６ 期

24 年間にわたり市政に貢献。
その間、議長や議会運営委
員長、議会広報委員長など
を歴任。

山崎　雅俊 議員
平成９年から連続７期 28

年間にわたり市政に貢献。そ
の間、議長や議会運営委員
長、健康福祉常任委員長な
どを歴任。

花井　伸子 議員
平成５年から連続８期 32

年間にわたり市政に貢献。そ
の間、文教経済常任委員長、
健康福祉常任委員長などを
歴任。

峯岸　義雄 議員
平 成 25 年 か ら 連 続 ３ 期

12 年間にわたり市政に貢献。
その間、副議長や総務常任
員長、蕨戸田衛生センター
組合議長などを歴任。

熊木　照明 議員
平 成 13 年 か ら 連 続 ６ 期

24 年間にわたり市政に貢献。
その間、議長や議会運営委
員長、総務常任委員長など
を歴任。
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デジタル化推進 録画配信

AI 総合案内サービスと第 3 次情報化推進計画

一
般
質
問

議員 本市のデジタル化推進について、①ＡＩ活用
②行政のデジタル化③デジタル人材の確保・育成
④地理空間情報の活用、３Ｄ都市モデルの統合型
ＧＩＳへの導入検討、いいとだマップへの防災・
安全情報の集約についての見解⑤次期情報化推進
計画の方向性について伺う。

企画財政部長　①ＡＩ活用では、ＡＩ総合案内サー
ビスや固定資産税ＡＩ解析を導入し、生成ＡＩは
文書作成などに活用している。職員向けＡＩ活用
は精度向上を注視しつつ検討を続け、生成ＡＩに
よる市民向け案内サービスは自動学習機能を活用
し、多言語対応も目指す②行政のデジタル化で
は、テレワークシステム導入による在宅勤務やペー
パーレス化を推進③デジタル人材は経験者採用と
ＤＸ研修を実施④地理空間情報は統合型ＧＩＳを
活用。令和７年度システム更改時にさらなる活用
を検討する。いいとだマップはより分かりやすい
情報発信に努める⑤次期情報化推進計画では、現
状課題の把握と整理を行い、技術動向を踏まえ策
定する。
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第４次情報化推進計画の策定は

現状把握と整理を行い、動向を踏まえ策定

そ
こ
が
聞
き
た
い！

議員は、毎年３月、６月、９月、12
月に開催される定例会で、市政全般に対
し質問をすることができます。

これを「一般質問」といいます。
今定例会では、18 人が一般質問を行

いました。ここに掲げたのは、その質問・
答弁の大要で、質問者本人が執筆してい
ます。

なお、各ページに掲載しているＱＲ
コードから、各議員の一般質問の録画配
信映像をご覧いただけます。
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デジタル化の推進を

勇 退 議 員 の 紹 介
長い間お疲れ様でした

24 年間にわたり市政に貢献。

今議会を最後に、6 名の議員が勇退を表明され
ました。ここに市政の発展に多大な功績を残された
6 名の略歴を紹介いたします。

今定例会では、委員会にて審査した結果、陳情２件が採択となりました。

陳情第８号が採択されたことに伴い、委員会提出議案として意見書１件を可決し、国・
政府に提出しました。

議場システムが新しくなったことにより、電子採決が行えるようになりました。こ
の電子採決機能を使用するために、委員会提出議案として、規則の改正を行いました。

陳情

意見書

規則

◇陳情第８号（令和４年）　 要介護１、２の人の生活援助等の介護保険給付を市町村の総合事業に　　　　　　　　　　　
                                             移行することについての意見書提出に関する要望書 採択 ( 全会一致 )

◇陳情第９号（令和６年） 　障がい児（者）とその家族の支援を求める陳情　　　 採択 ( 全会一致 )

◇要介護１又は２の人の生活援助等の介護保険給付を市区町村の総合事業に移行することについて　
の意見書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  原案可決 

◇戸田市議会会議規則の一部を改正する規則　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　原案可決 
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